
医
報
投
稿
規
程 鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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今年の元日に起きた能登半島地震によって
亡くなられた方々に哀悼の意を表するとともに，
ご遺族と被災された方々に心からお見舞い申
し上げます。元の生活に１日でも早く戻られるよ
う切に願っております。

「誌上ギャラリー」は，平田宗興先生より「晴
れ着姿で流し雛」と題された，可愛らしいほの
ぼのとした１枚が届きました。流し雛がひな祭り
のルーツだったとは恥ずかしながら初めて知りま
したが，お雛様に無病息災の願いを込め，何
事も無事であることを祈りたいと思います。あり
がとうございました。

「論説と話題」は，「第 59 回九州首市医師
会連絡協議会」の報告がされており，また田中
裕治先生からは，「第 55 回若年者心疾患・生
活習慣病対策協議会総会」と題してご投稿い
ただきました。ありがとうございました。

「学術」では，安庭愛子先生より「鹿児島
医療センターにおけるせん妄診療について」と
題し，ご寄稿いただきました。せん妄の種類，
診療，特に要因になる薬剤，電解質異常の確
認治療についても勉強になりました。ご報告あ
りがとうございました。

「医師会病院だより」では，渡邉照彦先生
から「外科の現状」として昨年は 309 例手術
症例をこなされており，ほぼ消化器疾患で，医
師，スタッフの人的不足等もあり急患対応には
以前に比べ厳しい面はあるものの，スタッフの
補充を図りながら頑張っていかれるとのことでし
た。これからも，ご紹介のほどよろしくお願いい
たします。

「随筆・その他」では，粟博志先生からは
大作「伝統工芸・茶道具の話，その 2－日本
の美，土と炎の芸術と水指－」，小田原良治先
生からは「制度創設時に立ち返り医療事故の
定義を再確認しよう（5）　医療事故調査・支
援センターは誤りを認めて研修内容を修正し
た」，と題してご寄稿いただきました。リレー随
筆では，「私の趣味，『御朱印』集め（とグル
メの話）」と題して，出口央晋先生より御朱印

についての説明とコレクションの数々が掲載さ
れております。皆様もご興味のある方は，収集
されてはどうでしょうか。私も神社に行った際は，
貰ってみようかと思います。また水餃子と焼き
餃子のみしかないという餃子専門店は，餃子好
きの私にはたまりませんので，通販でぜひ購入
したいと思います。ご投稿ありがとうございまし
た。

「区・支部だより」では，阿久根哲先生から
第３回郡元支部会，鶴留一誠先生からは第 2
回武岡支部会のご報告，石橋幸四郎先生から
は中央支部会兼新年会として，4 年ぶりの新年
会の模様が届いております。私も中央支部で
すので，久々の新年会で支部の先生方とかな
り盛り上がり，楽しい一時を過ごさせていただき
ました。ありがとうございました。

「各種部会だより」は市産婦人科医会研修
会，学校医会幼稚園・保育園部会研修会の
報告です。どうぞご一読ください。

「各種報告」では理事会の概要，鹿児島市
医療三師会，令和 5 年度鹿児島市介護保険
課と鹿児島市医師会との打ち合わせ会（書面
開催）等が報告されています。ご参照ください。

「鹿市医郷壇」は，「頑張っ（きばっ）」がテー
マです。皆様も是非ご一読ください。

私達家族も毎回楽しみにしていた，第 6 回
鹿児島ラーメン王決定戦が 2 月 23 ～ 25 日の
3 日間，2019 年以来 5 年ぶりに開催されました。
あいにくの天気の中での開催でしたが，多数の
方々が足を運ばれ大盛況でした。18 店舗の中
からどのラーメンを選ぶか迷いましたが，全部で
６杯家族とシェアしながら食べ，どれも美味しく
個性があり甲乙つけ難く，最後の投票は非常に
迷いました。鹿児島の名物イベントにもなりつつ
ありますので，今後も末永く開催されると良いな
と思いました。

（編集委員　角 純啓）
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